
 

 

 
～親族外だからこそ気をつけたい事業承継のポイント～ 

親族外への事業承継セミナー 
 
   
以前は後継者といえば子供が一般的でしたが、近年では親族外への承継が６割を超えるともいわれてい

ます。親族への承継の場合は税負担に注目が集まりますが、親族外への承継では株式の移転だけでは

なく、会社の経営をどのように行なっていくのかを決めることが非常に重要です。 

実際に親族外への事業承継が行われるときには、一族が株式を保有したまま経営だけを後継者に任せ

る場合と、株式も経営も後継者に引き継ぐ場合の二通りの方法があります。 

このような親族外承継特有の問題に焦点をあて、その解決方法を解説いたします。 

 
 

  

【セミナー内容】 

＜第１部＞ 一族が株式を保有したまま経営だけを後継者に任せる場合 

１．親族外承継と前提条件、特徴 

２．経営だけを任せる場合の問題点 

３．解決方法～所有と経営の分離～ 

＜第２部＞ 株式も経営も後継者に引継ぐ場合 

１．前提条件と特徴 

２．株式も経営も引継ぐ場合の問題点 

３．解決方法～株主構成を考える～ 

個別無料相談会  セミナー後、専門家が個別相談を承ります。 セミナー以外のご相談もお気軽にどうぞ 

 日 時 ７月６日（金）１４:００～１６:００                定員 ２０名（先着順） 

  会 場 ホテルメッツ新潟 ＜ＪＲ新潟駅西口改札徒歩1分＞ 新潟市中央区花園１-９６-４７ 
 参加費 無料 
 
講 師 

＜第１部＞ ＴＯＭＡ税理士法人 財務戦略コンサル部 副部長 税理士 前川 敏之 

 ＜第２部＞ ＴＯＭＡ税理士法人 財務戦略コンサル部 税理士 花田 大助  

主催：ＴＯＭＡコンサルタンツグループ（株）  ＴＯＭＡ税理士法人 （東京/静岡/シンガポール/アメリカ） 

東京都千代田区丸の内1-8-3 丸の内トラストタワー本館3階 

TEL: 03-6266-2561(9時～18時)  Mail : toma@toma.co.jp 企画広報部 

ホームページからのお申込 http://toma.co.jp 

税理士24名・国税局OB税理士9名・公認会計士5名 

社会保険労務士15名・中小企業診断士5名・弁護士2名 

司法書士5名・行政書士10名他 総人数 200名 

■セミナー申込書 この用紙のままFAXでご返信ください。 ※お申し込み受付け後、受講票地図を親展で郵送します。 

貴社名：                                参加者氏名：                  役職：                

住所：〒                                                             業種 従業員数     名 

ＴＥＬ：                            ＦＡＸ（必ず記入）                                   決算月      月 

ﾒｰﾙ： 個別相談の希望  無 ・ 有 (                 について) 

※同業の方のご参加はお断りさせて頂きます。                        HP  
※ご提供頂いた個人情報は、弊社からの連絡・情報提供に利用することがあります。 

FAX返信先 

 0120-944-734 

親族外後継者への事業承継をお考えの経営者 対象 

事業承継の 

６割は親族外 

 

※最小開催人数5名に満たない場合は、中止させていただく場合があります。 

新潟会場で開催！ 
回 覧 

※社長様・関係部署へご回覧下さい。 
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